
ご
あ
い
さ
つ

平
福
地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長

内

山

満

也

平
福
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
、ご
活
躍
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、当
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
会
長

に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
取
り
巻
く
環
境

も
、人
口
減
少
、空
家
の
増
加
、少
子・
高
齢

化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、地
域
の
活
力
が
減
退

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
の
状
況
を
打
破
す
る

た
め
、令
和
元
年
度
か
ら
先
陣
を
き
っ
て
、平

福
、江
川
、徳
久
、久
崎
の
4
つ
の
地
域
づ
く

り
協
議
会
の「
見
直
し
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
福
地
域
に
は
、国
指
定
史
跡
利
神
城
跡

等
を
は
じ
め
、城
下
町・宿
場
町
と
し
て
栄
え

て
き
た
歴
史
的
町
並
み
や
7
自
治
会
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
に
積
み
上
げ
て
き
た
た
く
さ
ん
の

魅
力
あ
る
資
源
が
あ
り
ま
す
。

先
人
た
ち
が
積
み
上
げ
蓄
積
し
て
き
た
文

化・
観
光・
福
祉
を
は
じ
め
、育
ん
で
き
た
風

土
と
人
と
人
の
絆
な
ど
今
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、無
理
せ

ず
、出
来
る
範
囲
で
、出
来
る
こ
と
か
ら
様
々

な
課
題
に
立
ち
向
か
い
、住
ん
で
楽
し
く
、魅

力
と
活
力
に
充
ち
た
平
福
の
地
域
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
て
2
ヶ
月
に
な
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
何
も
活
動

が
行
え
て
お
り
ま
せ
ん
。今
後
、皆
様
お
一
人

お
一
人
の
持
て
る
力（
地
域
力
）を
結
集
し
つ

つ
、住
み
良
い
、そ
し
て
元
気
な
平
福
ま
ち
づ

く
り
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
福
地
区
住
民
の
皆
様
、地
域
づ
く
り
協

議
会
の
大
谷
明
副
会
長
、各
自
治
会
長
、活

動
推
進
員
、書
記
委
員
、セ
ン
タ
ー
長
、登
録

の
任
意
団
体
の
皆
様
と
一
致
団
結
の
も
と
、

力
を
合
わ
せ
て
活
力
と
住
み
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、様
々
な
活
動
に
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

前
・
平
福
地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長

五

名

和

雄

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す

ま
す
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、協
議
会
で
の
活
動
に
つ
い
て
、温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、昨
今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、日
常
生
活
に
お
い

て
も
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
細
心
の
注
意
が
必

要
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。当
協
議
会
で

は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、定
時
総
会
に

代
わ
る
書
面
表
決
承
認
に
以
っ
て
、会
長
職

を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
の
4
年
間
を
振
り
返
り

ま
す
と
、平
成
28
年
か
ら
は
地
域
交
流
行
事

や
防
災
訓
練
な
ど
従
来
か
ら
の
事
業
に
加
え

て
、利
神
城
跡
等
の
国
史
跡
指
定
へ
の
強
い

気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
年
で
も
あ
り
、そ
の

気
運
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、平
成
29
年
か

ら
新
た
に
地
域
の
観
光
資
源
で
あ
る
川
端
風

情
の
あ
る
川
端
土
蔵
群
や
代
官
所
跡・
陣
屋

門
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、平
福
宿
の
散
策
、平
福

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、町
並
み
保
存
関
連
の

講
演
会
、高
校
生
に
よ
る
古
民
家
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
休
耕
田
の
環
境
整
備
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら

ふ
く
内
に
は
ご
意
見
箱
を
設
置
し
、町
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、

こ
の
声
を
行
政
な
ど
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
平
成
29
年
10
月
に
は
、多
く
の
住
民

の
熱
意
と
努
力
に
よ
っ
て
、長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
利
神
城
跡
等
が
国
史
跡
指
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
と
し

て
、山
城
跡・御
殿
屋
敷
跡
そ
し
て
街
並
み
を

一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、よ
り
重
要

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、平
成
30
年
に

は
地
域
住
民
や
有
志
の
方
々
の
参
加
で
、新

た
な
街
並
み
の
歴
史
的
建
築
物
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
は
元
号
も
平
成
か
ら
令
和
元
年

へ
と
改
元
さ
れ
た
年
で
あ
り
、平
成
に
感
謝

し
、新
元
号『
令
和
』が
明
日
へ
の
希
望
と
華

を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に

と『
令
和
元
年
度
奉
祝
記
念
歩
こ
う
会
』を
実

施
し
て
、地
域
を
挙
げ
て
祝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

令
和
元
年
度
か
ら
は
、新
た
に
佐
用
の
歴

史
と
文
化
を
磨
く
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、利
神
城
跡
の
一
般
向
け
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

作
成
、宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
提
燈
の
製
作・設
置
、

地
域
の
ピ
ー
ア
ー
ル
ビ
デ
オ
の
制
作
、屋
号

の
作
製・設
置
な
ど
、当
時
を
彷
彿
さ
せ
る
宿

場
町
平
福
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、任
意
団
体
の
皆
様
に
は
、そ
の
特
徴

を
活
か
し
た
活
動
を
通
し
て
、ま
ち
づ
く
り

の
一
役
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
う

し
た
多
く
の
事
業
は
国
、県
、町
の
支
援
と
住

民
の
熱
意
と
努
力
に
よ
っ
て
成
し
得
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
良
さ
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
交
流

人
口
を
増
や
し
、賑
い
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、地
域
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
し
て

か
ら
13
年
が
過
ぎ
、社
会
情
勢・地
域
環
境
も

大
き
く
変
化
し
、地
域
の
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
、事
業
の
マ
ン
ネ

リ
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
13
年
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
知

恵
と
工
夫
に
よ
っ
て
見
直
し
を
し
な
が
ら
、地

域
と
行
政
が
連
携
し
継
続
で
き
る
組
織
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
達
の
ま
ち
を
し
っ
か
り
知
り
、誇
り
を

も
ち「
住
ん
で
よ
し
」の
ま
ち
で
あ
れ
ば
こ
そ

「
訪
れ
て
よ
し
」の
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

28
年
度
か
ら
の
4
年
間『
次
世
代
に
繋
が

る
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
』を
め

ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
活
動
は
、

貴
重
な
経
験
と
多
く
の
方
々
と
の
出
会
え
る

機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
騒
動
で
大
変
な
時
期
で
す
が
、新
し
い

会
長
さ
ん
の
も
と
で
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

で
、益
々
発
展
し
住
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
協
議
会
に
な
り
ま
す
よ
う
、ま
た
、地
域
の

皆
様
に
は
、日
常
生
活
に
十
分
注
意
さ
れ
て
、

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
4
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
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平福地域づくり協議会

自治会長会（7名） 事務局

活動推進員（7名） 書記委員（7名）

監事（2名）

任意団体集落

佐
用
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

佐
用
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

利
神
保
育
園
保
護
者
会

佐
用
町
商
工
会
平
福
支
部

平
福
文
化
と
観
光
の
会

郷
土
を
考
え
る
会

農
会
長
会

消
防
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ほ
っ
と

ぐ
る
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ぷ
ふ
く
ち
ゃ
ん

グ
ル
ー
プ
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Ａ
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佐
用
事
務
所

喜
多
加
美
愛
護
会
運
営
委
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会

な
じ
み
子
ど
も
会

平
福
お
月
見
会
実
行
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
り
か
ん

佐
用
ま
ち
づ
く
り
塾

福
祉
連
絡
会

平
福
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会

延
吉

上
町庵

北
新
町
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町
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新
町

中
町

大
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将
之

春
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政
男

五
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和
雄

井
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昭

井
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雅
彦

内
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通

守
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弘

酒
井 

孝
典
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雅
宏

平
田 

琢
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春
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俊
彦

友
本 

淳

五
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宏
巳

衣
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浩

武
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利
文

大
嶋 

啓
靖

大
谷 

彰
宏

大
田 

徳
久

和
田 

順

西
崎 

伸
也

内
山 

満
也

瓜
生
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三
七
男

活動予定報告、問題点提出、予算申請 等

解決策実施、活動支援、広報活動
スケジュール調整、共催提案 等

◆
協
議
会
会
長

◆
セ
ン
タ
ー
長

◆
活
動
推
進
員
長

◆
書
記
長

◆
会
計

◆
協
議
会
副
会
長

（
自
治
会
長
会
副
代
表
）

（
広
報
）

大
谷 

明

庵 延吉 北新町 上町 中町 下町 南新町

庵 延吉 北新町 上町 中町 下町 南新町 庵 延吉 北新町 上町 中町 下町 南新町

（
自
治
会
長
会
代
表
）

中
西 

辰
夫

任意団体代表者および担当

団体名称 代表者名
地域づくり協議会担当

活動推進員 書記委員

スポーツクラブ21りかん 大谷 彰宏 大谷 将之 五名 宏巳

福祉連絡会 山田 幸美 井上 雅彦 武田 利文

農会長会 下尾 隆之 井上 雅彦 友本 淳

消防団 平田 琢也 内海 通 友本 淳

佐用町商工会平福支部 原田 政史 守本 知弘 武田 利文

佐用中学校PTA 大嶋 啓靖 酒井 孝典 大嶋 啓靖

佐用小学校PTA 中野 守 井上 主昭 春名 俊彦

利神保育園保護者会 加藤 敦士 酒井 孝典 衣笠 浩

平福文化と観光の会 五名 和雄 井上 雅彦 春名 俊彦

郷土を考える会 矢代 成生 大谷 将之 武田 利文

平福ニュースポーツ同好会 山根 好文 井上 主昭 春名 俊彦

ボランティアグループ 黒川 弘美 庄 雅宏 衣笠 浩

ほっと 守本 房子 守本 知弘 大嶋 啓靖

ぐるーぷふくちゃん 安東 忍 庄 雅宏 衣笠 浩

喜多加美愛護会運営委員会 五名 宏巳 内海 通 五名 宏巳

なじみ子ども会 松田 和代 酒井 孝典 衣笠 浩

平福お月見会実行委員会 岸本 和枝 内海 通 大嶋 啓靖

グループMAD佐用事務所 大谷 彰宏 大谷 将之 平田 琢也

佐用まちづくり塾 春名 政男 庄 雅宏 平田 琢也
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組織図

主な年間行事予定
年 月　日 行　　事

2020年

	 5月	16日 総会（書面決議）

	 7月	中旬 利神ふれあいキャンプ（中止)

	 8月	 5日 センターだより39号発行

	 8月	 8日 地域づくり協議会見直し

	 8月	中旬 各地区納涼大会（中止）

	 8月	 13〜16日 史跡のライトアップ（延期）

	 9月	上旬 華の平福展（グループMAD）

	 9月	中旬 敬老会（中止）

	 9月	中旬 平福お月見会（平福お月見会実行委員会）

	10月	上旬 地域づくり協議会見直し

	10月	中旬 平福宿の散策  

	10月	中旬 高年大学出前講座

	11月	 5日 センターだより40号発行

	11月	上旬 佐用高校史跡の草刈り

	11月	上旬 役員研修会

	12月	上旬 地域づくり協議会見直し

	12月	上旬 佐用高校マルシェ

	12月	上旬 しめ縄作り講習会

	12月	中旬 史跡のライトアップ

2021年

	 1月	上旬 新春歩こう会＆防災講習会

	 2月	上旬 地域づくり協議会見直し

	 3月	 5日 センターだより41号発行

	 3月	中旬 地域文化講座＆ふれあい喫茶

フォト
コンテスト
（通年）

	2019・2020年 作品撮影期間（2年間）

	12月	 1〜31日 応募期間

	 1月	中旬 審査

	 2月	下旬 表彰式

※新型コロナウイルス感染防止のため、行事を中止する場合があります。


